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Ⅰ. はじめに
本稿は｢キッズイングリッシュ&ストーリーテリ
ング｣の授業におけるムードル(Moodle)活用に関す
る報告である｡ ムードルとはインターネット上に授
業用のウェブページを作るための､無償で使用でき
るソフトウェアである(http://docs.moodle.org/ja
参照)｡ 授業の目標を達成するため､どのようにムー
ドルを利用したか､利用に際しての問題点は何であっ
たかなどを明らかにすることで､今後､当該授業の改
善に役立てていくとともに､英語教育活動全般の改
善に資することを目的としている｡
Ⅱ. 授業の概要(内容と目標など)
当該科目は幼児・児童英語教育のための教材研究
と教材作成および実戦に向けての学生の総合的英語
力の向上､特に音声面の強化を目標としている｡ 教
材研究では歌､ゲーム､そしてストーリーテリングを
必修項目とした｡ 平成20年度前期､総合文化学科英
語文化系および文化資源学系２年生対象の専門科目
で､担当者は小玉容子､クリス・ラングの２名､受講
生は37名であった｡ 使用教室は一般講義室で､教室
設備はテレビ・ビデオのみである｡ 音声教材に関し
てはCD・MDプレーヤーを利用し､ストーリーテリ
ングはラングがモデルリーディングを示すこととし
た｡
幼児・児童英語教育において時に学生の誤解が生
じる点は､扱う内容に合わせた英語力さえあれば良
いと考えることにある｡ 教える立場に立つために
は十分な総合的英語力が必要であり､特に音声面を
重視して向上させなければならない､という点は常
に強調する必要がある｡ ストーリーテリングは幼
児・児童向け英語教育教材の一部として取り上げ
ているが､学生の総合的英語力を高めるための教材
としての位置づけもしている｡ すなわち､ストーリー
テリングを通して､学生の聞く力､話す力の向上､文
法の正確な理解､そして物語の理解力､表現力の向
上を目指した｡
英語でのストーリーテリングの基本はストーリー
を覚えて語ることだが､正確に覚えることに加え､正
しい発音､子どもたちを引きつける表現力の豊かさ
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も求められる｡ 授業で扱ったストーリーは､ "Three
Little Pigs"､ "Little Red Riding Hood" そして
"The Happy rince"(The Happy Prince and Other
Stories, Ladybird Books Ltd. のリトールド版より)
の３作品だったが､これらはプリントを配布して｢読
み｣からスタートした｡ しかし一般教室での｢読み｣
の練習では反復練習に割ける時間に限度があり､ま
た一人一人の学生の必要とする練習に対応するに
も十分な時間を割くことが難しかった｡ プレゼン
テーションの方法を考え､個人の達成度を知るため
の発表までの時間も必要である｡ このような状況
の中で､学生が自分のペースで音声面の力の向上を
目指すことができる支援システムとしてムードル
を利用し､ディクテーション､リーディング(レコー
ディングを含む)を課題とした｡
Ⅲ. ムードルの利用方法・課題内容
１) システムについて
島根県立大学浜田キャンパスで既に立ち上げられ
ているサーバーのムードルサイトの利用許可を得て
実施した｡ ラングは授業コースを作成､追加できる
コース管理者の役割をシステム管理者より与えられ､
ムードルサイトNorth East Asians' English Space
の Matsue Campus(コースカテゴリ)に｢Kids'
English & Storytelling｣の授業コースを設けた｡
コース管理者はこのように授業コースを作成でき､
コース作成者は作成されたコースの中身を作成して
いく授業担当者である｡ 科目登録者の情報(英語氏
名､学籍番号､e-mailアドレス)をシステム管理者に
送り､IDとパスワードを割り当ててもらった｡ 学生
はそのIDとパスワードでログインをし､初回に登録
キー(Enrolment key)を入力し､当該科目にアクセ
スして課題を行うことになる｡
ここでの問題点として､浜田キャンパスのムード
ルサーバーには松江キャンパス総合文化学科の学生
情報が登録されていないため､浜田キャンパスの管
理者に科目ごとの登録を依頼しなければならなかっ
たことである｡ サーバーに全学生の登録がしてあれ
ば､松江キャンパスのコース作成者が自ら授業の名
簿作りができるのだが､今回は追加登録や登録削除
など､その都度管理者に依頼しなければならなかっ
た｡ 全てを１人のシステム管理者が引き受けなくて
もよいように､また連絡などの煩雑さを少しでも省
けるように､サーバーにすべての受講可能者名簿が
登録されていることが望ましい｡(注：Ｈ20年11月末
までに学生登録が行なわれることになった｡)
２) 学生への課題提供と回収
平成20年度前期の授業だったため､授業は４月か
らスタートしていたが､学生の状況を見ながらムー
ドル利用を決めるまで､そしてどのように利用する
かの担当者間の話し合いや登録などの準備にも時間
がかかり､実際のムードル利用は第９週目からの６
週間であった｡
課題内容はディクテーションとリーディング＝レ
コーディングとした｡ 事前に学生のパソコン環境を
調べると､自宅でパソコンが使用できる(インターネッ
トアクセスが可能な)学生が40%ほどしかいなかっ
た｡ しかし､学内のパソコン利用を前提にスタート
した｡
授業で扱う予定であったストーリーはペーパーベー
スでの扱いとしていたため､学生の手元には既にス
トーリー全文があった｡ そこで課題ストーリーは
The Happy Princeと同レヴェルのThe Snow
Queen(Ladybird Books Ltd.)を用いた｡ 課題１
回分の長さは250語程度(ナチュラルスピードでおよ
そ２分)を目指したが､内容の切れ目を重視したため
語数には幅がある｡ 課題提供から回収までのプロセ
スは；1)担当者が課題音声をアップロードし､学生
はディクテーションを行い提出する｡ 2)締め切り日
時を過ぎてから担当者はオリジナルテキストと次の
セクションの音声をアップロードする｡ 3)学生はオ
リジナル英文で自分のディクテーションをチェック
し､そのセクションを読み､レコーディングし､提出
する｡ 4)次のセクションのディクテーションを行い
提出する｡ ２回目以降のディクテーションでは､前
のセクションのテキストを既に読んでいるので､学
生は内容をある程度推測でき､音声にも慣れていく
ので､より正確なディクテーションができると想定
し､このサイクルで６週間実施した｡
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３) 学生のムードル利用のプロセス
 ムードルサイトにアクセスする(http://lms.u-shimane.ac.jp/moodle/：図１)｡
(図１)
 ユーザー名とパスワードを入力しログインする｡
 メインページ､コースカテゴリのMatsue Campus(図１の最後の行を参照)をクリックし､次のペー
ジのコースリストのKid's English and Storytelling (Kodama and Lange)をクリックする｡
 コース登録キーの入力が求められるので､授業で与えられた登録キーを入力する｡ これは初回のみで
ある｡ コースメインページが開かれる(図２)｡
(図２)
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 このページで各週の授業内容や課題などをチェックする｡ 課題はオーディオファイルで与えられてい
る(図３)｡
(図３)
 Section 1 Audio File (Homework 1.) をクリックしオーディオファイルを開く(図４)｡
(図４)
 ディクテーションの提出は､手書きではなく､オンラインで行う｡ Section 1 Dictation (Homework
2.) をクリックすると､課題提出編集画面になる(図５)｡ オーディオファイルと課題提出編集画面両
方をモニター上に並べて､ディクテーションを行う｡
(図５)
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 ディクテーションの提出締め切り後に原文がアップロードされるので(図６)､メインページ各週のメ
ニューの Section 1 Original(図３参照)をクリックして自分のディクテーションをチェックする｡
(図６)
 オリジナルテキストを読み､自分の声を録音し､オーディオファイルに保存する｡ このオーディオファ
イルのタイトル名を自分の学生番号にしてハードドライブに保存する｡ 提出前の自分の読みをチェッ
クし繰り返し録音できる｡ 最後にこのオーディオファイル呼出､	
提出(図７)｡
(図７)
オーディオファイルは､記録ではセクション１(11
週目)で27名が､セクション２(12週目)で14名が提出
したことになっているが､実際に録音ができていた
学生はそれぞれ21名と９名であった｡
練習ではほぼ全員が録音できたが､以下の理由で
課題を実施する環境が整っていなかったため､３回
目以降はオプション課題とした｡
① 操作や音量の設定など､ディクテーションに
比べ提出が複雑である｡
② 録音され提出された音声を担当教員がチェッ
クする時､聞き取れないものが多かった｡
③ 録音できるパソコンはマルチメディア演習室
のみであり､この部屋が授業で使用されてい
ない時は多くの学生が様々な課題を行ってい
る｡ この部屋でマイクを使用して大きな声で
読みを行うことが難しい｡
オプション課題とした結果､提出する学生はゼロ
になってしまったが､このような課題のためにはま
ず環境の整備が必要である｡
ディクテーションも､後に行ったアンケートの回
答を見ると､ほぼ全員がマルチメディア演習室を利
用していた｡ 提出状況は Section１(241words, 2：
01)30名､Section２(297words, 2：20)30名､Section３
(197words, 1：30)18名､Section４(264words, 2：
05)26名､Section５(303words, 2：57)23名｡ Section
６はアップロードしたが､締め切りが前期試験期間
中になったため､課題からは除外した｡ 提出率50％
１回､62％ １回､70％ １回､81％ ２回だった｡ パソ
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４) 課題提出状況
ディクテーションの課題提出状況は､担当者がコースメイン画面(図２)の左側ActivitiesのAssignments
をクリックすると､下の画面に移動しチェックができる(図８)｡
(図８)
レコーディング提出状況も､同様にActivitiesのAudio Recorderをクリックすると図８と同じタイプ
の表に移り､提出状況が示される(図９)｡ 提出した録音を聞くにはView # submitted audio filesをクリッ
クし､個人個人の録音を聞くことができる｡ このような提出状況のチェックは担当者のみができる｡
(図９)
コンでのアンケート回収率が非常に悪くなる傾向､
そしてパソコン設置環境などを考慮に入れると､学
生の取り組みは評価できる｡ 成績に占める割合など
を明示したり､課題実施が授業と直結するような課
題内容にしたりすることで､回収率をさらに上げる
ことができるだろう｡
２分近くナチュラルスピードで話される物語を聞
き取ることは時間のかかる作業であり､また入力に
慣れていない学生には入力自体が大変な作業なので､
受講生には最低30分程度という時間を決めて出来た
ところまでの提出でよい旨を伝えていた｡ 実際は２
時間以上かかった､という声も多く聞こえてきた｡
ファイルを開いていた時間も記録されるが､その時
間ずっと席を立たずにディクテーションに取り組ん
だかどうかは分からないので信頼度の低い記録であ
り､今回のレポートには入れないこととした｡
提出されたディクテーションの達成度に関しては､
どの程度の時間を費やして取り組んだかとの関連も
あるが､平均して90％以上の語数を書き込んでいる
学生が約4.5割､80％以上が約２割､70％以上が約１
割､中間層が薄く､50％以下は約2.5割であった｡
５) アンケート
ムードルを利用して課題を行うことに関するアン
ケートを実施した｡(実施日：10月14日～20日､回収
率70％､一部割愛)
問１ ログインおよび課題へのアクセスなど､操
作性は如何でしたか｡
問５ ディクテーションは何処で行いましたか｡
問８ ムードルを利用しての英語課題実施の利点
は何でしたか｡
問９ ムードルを利用しての英語課題実施の難点
は何でしたか｡
問10 インターネットを利用しての英語学習が今
後ますます進むと思いますが､学習者の立場
からの意見を聞かせてください｡
問１のログインに関しては｢やや難しい｣と答えた
学生は46％いたが､｢簡単｣と答えた学生も33％で､そ
れほど問題は無かったと考える｡ ディクテーション
および入力になると､｢やや難しい｣が38%､｢難しい｣
が58％と､９割を超える学生が難しいと感じていた｡
これは単に操作性に関してだけではなく､課題内容
に関する反応も入っているだろうが､担当者が考え
ているより､英語を入力すること自体が学生にとっ
て不慣れで難しかったようだ｡ レコーディングに関
しても数名の揺れはあるが｢やや難しい｣ ｢難しい｣
と答えた学生が同様に９割を超えていた｡
問５の課題実施場所は､５名は複数回答で自宅を
入れていたが､全員がマルチメディア演習室と答え
ていた｡ 特に､録音の課題を行うために必要なヘッ
ドセットまでそろえている家庭(アパート)は少ない
ようである｡
問８､問９の利点､難点については特徴的な回答を
以下に挙げる｡
利点・いつでも宿題をチェックでき､時間がある
ときにできる｡
・自宅でもでき､ペーパーの提出がない点｡
・パソコンの練習にもなった｡
・普段あまりしないレコーディングができ､
自分の声を聞き直せた｡
・リスニング､書き取り､リーディング等いろ
いろな勉強ができ､文法の勉強にもなった｡
難点・パソコンが必要で､できる場所が限られる｡
・マイクが家にないので自宅でできない｡
・操作(入力､録音含む)が難しい｡ 使い方に
なれるまで大変｡
・(内容について)難しすぎる｡ 時間がかかり
すぎる｡
問10は､問８,９との関連で答えた学生が多いが､
パソコンを利用して課題を行うことに関しての回答
を以下に挙げる：
・操作方法の練習が１回では覚えられず､使い方
に慣れるまで時間がかかる｡
・操作の開始に時間がかかる(すぐに取りかかれ
ず､サイトにアクセスしないといけないのでサ
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ボりがちになる)｡
・場所が限定されるので､良い環境が必要｡
・パソコンでの学習は､勉強した気になれない｡
頭に入りにくい｡
＊操作が簡単なら､ネットは場所を選ばないので
良い｡
＊インターネットでの学習は楽しい｡
＊まだ慣れないけどパソコン利用は必要｡
６) まとめ
今回のムードル利用は授業がかなり進んでからの
開始だったので､学生が操作に慣れるまで､またパソ
コンを使って今回のような課題をこなすことに慣れ
るまでの時間が十分ではなかった｡ 課題を行うこと
が総合的英語力の向上に有効であったかなど､その
効果の検証も必要である｡ 今後､ディクテーション
やリーディングに関して､第一回目の記録､中間の記
録､そして最終の記録などをとり､学生がその変化を
確認できるようにすることが重要になるだろう｡
ディクテーション課題そのものが難しすぎたとい
う感想が多かったが､課題内容の量や難易度を十分
に検討する必要もある｡ 学生の習熟度の幅が大きい
という点を考慮し､スピードの異なる音声提供も考
えられるだろうが､学生の自主学習の環境整備や､提
供教材の加工・工夫は､平成21年度から利用開始の
CALL教室を待つことにする｡
｢キッズイングリッシュ&ストーリーテリング｣の
授業では､平成20年10月の大学祭で同じタイトルの
イベントを開催し､子供向け英語教育の実践を行っ
た｡ 授業でも､声を出すこと､特に人の前でも恥ずか
しがらずに大きな声で英語を話すことを奨励してき
たが､実際に人前で英語を話す機会が少ない日本の
英語学習者にとっては良い機会となった｡ 学生は自
主的に準備をしていた｡ 教える立場に立つ者が持つ
べき責任感を感じ､自分の発する英語に責任を持つ
という意識が､自主的な準備や練習のよい動機付け
となっていた｡ 実践に向けての総合的英語力向上を
目指しているという授業目的を学生に意識させるこ
とで､パソコンを前にした学習に対する意欲を一層
高めることができるだろう｡
ムードルは学習支援を提供する手段としては有効
なツールであり､利用方法の工夫によりその有効度
を向上させることができると考える｡ 今回のムード
ル利用は､パソコンでの学習に対する学生の取り組
み具合やその姿勢の現状を知ることができ､今後の
授業改善にICTを活用する第一歩としての結果を
確認できるものとなった｡ 今後､本学学生の総合的
英語力の向上と､大学で提供する授業の質の保証に
役立てていきたい｡
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９月15日)
森尾 吉成 ｢Moodle 使用マニュアル｣(MORIO
FARM社)2007年10月23日
http://portal.mie-u.ac.jp/img/manual-
morio071023.pdf (2008.9.20 検索)
(平成20年11月10日受稿,平成21年3月4日受理)
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